
第７回（仮称）下井草まちづくりラボ

２０２５年９月2７日（土）
杉並区市街地整備課鉄道立体係

まちづくりの方針・取組の
方向性の検討①
【旧早稲田通りの安全化

について】
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本日の流れ
１ 開会
２ 令和７年度（仮称）下井草まちづくりラボについて
３ 道路・交通計画に関するミニ講義

（国士舘大学理工学部 寺内 義典教授）
４ 旧早稲田通りの安全化に向けた方針・取組の方向性の検討

（グループワーク）
５ グループワーク成果発表
６ 次回のスケジュール
７ 区からの連絡事項
８ 閉会 2



開会
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杉並区
塚田 千賀子鉄道立体担当課長

諸岡 健鉄道立体係長

担当

井家 睦担当

市瀬 友太

田村 颯大担当

瀧澤 和樹担当

菅原 靖広担当

４

コンサルタント

学識経験者

国士舘大学理工学部理工学科 教授
寺内 義典

日本大学理工学部土木工学科 教授
関 文夫

株式会社GENプランニング 奥村 玄
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国士舘大学理工学部理工学科 教授

寺内 義典 先生
＜経歴＞
2000年福井大学大学院工学研究修了 博士(工学)
同年 財団法人福井地域環境研究所 研究員

2001年国士舘大学工学部 専任講師
現在 〃 理工学部 教授
＜専門＞
1973年、愛知県生まれ。高専・大学と、交通や都市計画に関する研究室に
所属し、交差点の交通安全・道路の雪対策検討・コミバスの調査計画などに
携わる。ふくい路面電車とまちづくりの会など市民活動に取り組む。
2001年に東京に転居。世田谷で住民参加のまちづくりを学び、遊び場マッ
プづくり、バリアフリーの商店街整備、自転車や横断歩道の交通安全、都市
計画道路沿道まちづくりなどに関わる。生活道路のゾーン対策や通学路・横
断歩道を研究している。
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令和７年度（仮称）
下井草まちづくりラボについて
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下井草駅周辺まちづくり活動の背景
西武新宿線（野方駅～井荻駅間）では、交通渋滞や事故の危険性をはらんでいる開かずの踏切除却のため、
現在、東京都により道路と鉄道の連続立体交差化計画の検討が進められ、 杉並区においても連続立体交差化を契機
とした下井草駅周辺まちづくりの検討を進めてきています。

連続立体交差事業とは・・・
市街地において道路と交差している鉄道を一定区間
連続して高架化又は地下化することで立体化を行い、
多数の踏切の除却や新設交差道路との立体交差を
一挙に実現する都市計画事業です。
＜主な事業効果＞
①踏切遮断による交通渋滞及び踏切事故の解消
②市街地の分断を解消することによる、まちの活性化
③新たに生み出された空間を駐輪場や公園など、多目的な形で利用 等

連続立体交差事業は単に交通問題の解消を図るだけでなく、駅周辺の整備と
連携した総合的なまちづくりを行うことで、都市の再生やまちの活性化に繋がります。

＜参考事例＞

9
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下井草駅を含んだ事業区間である「西武新宿線（野方駅～井荻駅間）連続立体交差事業は
現在、準備中区間に位置付けされており、事業主体である東京都が、高架化・地下化といった構造形式や施工方法等に
ついて検討を進めています。
杉並区においても、今後の西武新宿線（野方駅～井荻駅間）連続立体交差事業を見据え、地域の皆様からご意見
を伺いながらまちの課題解決に向けたまちづくりの検討を進めています。

下井草駅周辺まちづくり活動の背景



令和４年度・５年度の取組みを振り返ると・・・
令和４年度・令和５年度

名称

目
的

連続立体交差事業を契機に、これまで多く寄せられてきた道路・交
通に関する課題解決を目指し、地域の方々と意見交換を行う場と
して、下井草駅周辺まちづくりワークショップを開催します。

活
動
内
容

令和４年12月 第1回：オリエンテーション
令和５年５月 第２回：将来イメージ案の検討①

６月 第３回：将来イメージ案の検討②
７月 第４回：将来交通のあり方案の検討
９月 第５回：整備目標・整備計画図

（たたき台）の検討
令和６年１月 第６回：整備目標・整備計画図

（たたき台No.2）の検討

成
果

整備目標・整備計画図（たたき台No.2）を作成しました。
↓

ワークショップ・オープンハウスでいただいた意見を集約して
整備目標・整備計画図（たたき台No.2）を作成したが、地域の
方々から、まちの現状把握やまちづくりについての知識を深め、鉄道
の高架化・地下化後のまちをそれぞれ想定したうえで検討を進めて
いく必要があるとご意見を伺いました。

整備目標（たたき台No.2）

１.コンパクトな交通結節点機能の強化

２.歩行者の安全性の確保

３.みどり豊かなにぎわい空間の創出

（集い溜まれる・みどり豊かな場所）

整備計画図（たたき台No.2）
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令和６年度の取組みを振り返ると・・・
令和６年度

名称

目
的

幅広い世代の方々とまちあるきや勉強会、意
見交換等を行い、連続立体交差事業を見据
えた下井草駅周辺のまちの将来像について研
究する場として、（仮称）下井草まちづくりラボ
を開催します。

活
動
内
容

令和６年７月 第1回：オリエンテーション
７月 第２回：まち歩き
８月 第３回：まち歩き振返り
９月 第４回：勉強会
10月 第５回：事例視察
11月 第６回：今後の取組みに

向けた検討

成
果

参加者がまちの課題やまちづくり、道路と鉄道の
連続立体交差事業について理解を深め、まち
の課題を解決するために今後取組みたいことや
実現したいことについて考えました。

↓
まちの将来像に向けた今後取り組んでいきたい
こと・実現していきたいこととして「旧早稲田通り
の安全化」が重要視されています。ほかにも、駅
前広場整備やみどり・にぎわいについても関心が
高くなっています。

第６回（仮称）下井草まちづくりラボ成果
～今後取組みたい・実現したい関心事～

令和４年度～令和６年度の取組を踏まえた結果、下井草駅周辺の
まちの将来像を考える上で、旧早稲田通りの安全化等の関心事に
ついて、一度立ち止まって具体的に掘り下げる必要があります。 12



これまでの成果を踏まえ、
令和７年度（仮称）下井草まちづくりラボでは、
①旧早稲田通りの安全化
②駅前広場・交通結節点のあり方
③みどり
④にぎわい
の４点において、まちの課題を解決するための
方針や取組の方向性について議論を深め、
まちの将来像を研究します。 13



令和７年度（仮称）下井草まちづくりラボスケジュール
第７回（仮称）下井草まちづくりラボ
日時：令和７年９月２７日（土） 午前９時～１２時
会場：桃井第五小学校体育館
テーマ：方針・取組みの方向性の具体的な検討①（旧早稲田通りの安全化）

第８回（仮称）下井草まちづくりラボ
日時：令和７年１０月２５日（土） 午前９時～１２時
会場：桃井第五小学校体育館
テーマ：方針・取組みの方向性の具体的な検討②（駅前広場・交通結節点）

第９回（仮称）下井草まちづくりラボ
日時：令和７年１２月６日（土） 午前９時～１２時
会場：桃井第五小学校体育館
テーマ：方針・取組みの方向性の具体的な検討③（みどり）

第１０回（仮称）下井草まちづくりラボ
日時：令和８年１月１０日（土） 午前９時～１２時
会場：桃井第五小学校体育館
テーマ：方針・取組みの方向性の具体的な検討④（にぎわい） 14



道路・交通計画に関するミニ講義
（国士舘大学理工学部 寺内 義典教授）
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旧早稲田通りの安全化について、これまでの意見交換で出されたアイデアとして、

①無電柱化 （電柱の移設や撤去）

②バリアフリー化 （道路と歩道の段差解消）

③一方通行化 （バスルートの変更や迂回ルートの検討）

④道路拡幅 （歩道の拡幅や地区計画の導入）
等がありました。

本日は、国士舘大学の寺内教授より、それぞれのアイデアの実現可能性や道路
に関与する多様な人達による合意形成の必要性、これまでに実現してきた事例
等について、ご講義いただきます。
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事例紹介１

跡地開発をきっかけとした
みちづくり・まちづくり

世田谷区太子堂・三宿地区
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国立小児病院
跡地開発

太子堂になかった
延焼火災に対する

広域避難場所としよう！

東京都世田谷区太子堂2・3丁目地区
1980年 東京都調査において

震災時に甚大な被害が想定された密集市街地
• 建て詰まり、道路・公園の不足で延焼火災の危険性
• 世田谷区内でもっとも危険な地区のひとつとされた
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しかし開発によって
大きな交通が発生すると困る

しかし、
自動車が走りやすくなる
通過交通は入れたくない

太子堂と三宿が、一体となって考える問題

防災上は、避難ルートや
緊急車両の通行・活動ができる
幅員6ｍ以上の道路が必要

避難場所整備による防災まちづくりと交通の矛盾

幹線道路

三太通り
外周道路

三宿
1・2丁目

太子堂
2・3丁目

病院の跡地利用開発による
広域避難場所の実現に期待
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修復型まちづくりの太子堂の交通状況

• 大規模な開発による防災まちづくりは、ハードの防災が進むが、ソフトと
しての継続的な地域活動を損なう

• ハードとソフトの両立を目指した「修復型まちづくり」
→住民参加のまちづくりが始まりおよそ40年

↓

• 狭小敷地と狭隘道路：クルマ利用少ない路地のまち

• 斬新的に進む狭隘道路の解消…クルマの増加要因

さらに…

• 地区外縁の病院が移転、再開発計画
→広域避難場所として期待

• しかし地区内への交通流入の懸念

交通量は少なく
速度も出ない。
しかし電柱なども多く

安心感はない。
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小学生のヒヤリハット
アンケート回答を
手分けしてマップ化

ヒヤリハット指摘から
まちの課題をあぶりだす 21



まちあるきで
まちの魅力を再発見

議論をかさねて
提案づくり
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道路に関する２つの提案

・外周道路の一方通行化
・ハンプの設置（3箇所）
・交差点のカラー化（3箇所）

提案１
地区全体の一方通行見直しによる通過交通の排除

提案２
開発地区の外周道路の一方通行化と歩道の拡幅

23
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交通規制と道路整備に関する住民合意形成

一方通行化とハンプ設置
全員合意が得られるまで
何度でも全戸配布と説明会を繰り返す 24



完成した外周道路
一方通行化により
両側に歩道を設ける

横断歩道手前に
速度を落とさせるハンプを設置

整備された外周道路
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• 学ぶ。 調べる。 やってみる。 そして、議論する。
• 学ぶ：勉強会、見学会の実施

• 調べる：まちあるき、アンケート

• やってみる：ワークショップ

• それでも「まちづくりに唯一解はない」（梅津さん）

• だからこそ、プロセスを重視するのだろう。

• まちづくりは時間がかかる
• 「時間と忍耐はまちづくりの必要コスト」（梅津さん）

• 協議会設立まで2年。最初の中間提案まで2年半。あわせて4年半

• 「修復型まちづくりは時間がかかる」

• 太子堂の不燃領域率が70％を超えるのに41年

そして、みんなで
議論する

交通規制と道路整備に関する住民合意形成
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事例紹介２

歩道と無電柱化

沿道の方といっしょに
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車道歩道 車道

歩道

車道

歩道

車道歩道

フラット型 セミフラット型 マウントアップ型

歩道と車道の高さが同じ

• 車いすの人は通行しやすい

• 視覚障害者には歩車道境界がわ
かりにくい

• バスの乗り降り時の高低差が大
きい

車道から15cm高い歩道

• バスの乗り降りがしやすい

• 車両乗り入れ部で大きな横勾
配ができてしまう

車道から5cm高い歩道

• 歩道の波打ちを減らすことが
できる

• 交差点では高さを２cmとして
ユニバーサルデザインとする
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車道歩道 車道

歩道

車道

歩道

車道歩道

フラット型 セミフラット型 マウントアップ型
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無電柱化をする
と地上機器

（トランス）を
置く場所が必要
になります。

地上機器は、
民地に置くこ
とも可能です。
沿道の方の合
意が得られれ
ば、歩道を広
げることがで
きます。

柱上に機器を
設置する方法
もあります。
柱は残ります。

30



電柱があることで、逃げ場ができる、
速度が落ちるという声もありますが、
そこに電柱がなかったら…
と言う事故も多いのです。
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旧早稲田通りの安全化に向けた
方針・取組の方向性の検討

（グループワーク）

32
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【目的と検討内容】
【目的】これまで出されたアイデアを模型を使って検証します。
①無電柱化 （電柱の移設や撤去）

②バリアフリー化 （道路と歩道の段差解消）

③一方通行化 （バスルートの変更や迂回ルートの検討）

④道路拡幅 （歩道の拡幅や地区計画の導入）

【検討内容】
・旧早稲田通りの歩道をより安全にする方法を、模型を使って検証する
・旧早稲田通りに限らずより良いバスの迂回ルートを探し当てる
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【模型パーツ】

現在の道路の構成（双方向各１車線） １方通行１車線にした場合 歩道のバリエーション

歩行者・車椅子など バス 変圧器

パーツを組み合わせて、安全性と実現性を考えましょう
手順１ ・現状の確認（幅員８ｍ）

・現状でできることを工夫する
・通りやすさをチェックする

手順２ ・一方通行の場合を考える
・通りやすさをチェックする

６m

車道車道

側溝側溝

車道

側溝側溝

歩道

１m

歩道

１m

歩道歩道

2.175m 3.65m 2.175m 2.5m 1.85m

参考）
・歩道幅員が2.5ｍ以上
の場合は、無電柱化
の可能性が高まる
・片方の歩道を2.5m
にすると、もう一方
は2m以下となる
・両方2.5以上確保する
場合は、沿道の建物
が下がる必要あり

センターライン



誰がどのような影響を受けるか、
具体的に考えてみましょう。
（発想しやすいように、一部、書いてみました。
参考にしてください。）

手順３ ・だれが影響を受けるのかを考えましょう

・現在より良くなることをメモしてください。

・どのような影響を受けるのかをメモしてください

大判の一覧表
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整備内容を選んでください（※複数選択可能）
１．無電柱化 ２．バリアフリー化 ３．一方通行化 ４．道路拡幅
影響を受ける人 良くなること 対応が求められること

歩行者

車イス利用者
ベビーカー利用者
自転車

自動車

沿道住民

商業者

バス利用者

道路を管理する人（行政）

道路を管理する人（警察）

道路を利用する人（バス会社）

道路を利用する人（タクシー会社）

道路を利用する人（物流会社）

旧早稲田通りの安全化 【実現に向けたアイデアシート】
～整備内容に応じて、誰がどのような影響を受けるかを考えてみよう～
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様々なバスルートを検討してみましょう。
南北の道をつないだり、交差点を曲がりやすくするなど、臨機応変に考えてください。

手順４：３角形の他にもバスルートも検討してみましょう。
地図に自由にスケッチしてみてください。

【条件】
・現状では、バスが双方向で通れる道は限られています。
・一方通行にすることで、道路の幅員が約５mあればバスが
通れると考えてください。
・連続立体交差事業を通じて南北の道路をつなげることも
臨機応変に考えてみてください。
※狭い区間は道路幅を広げることや、バスが曲がりきれない
交差点の隅切りを大きくするなど、柔軟に考えてください。

駅周辺の地図

バスルート
（旧早稲田通りを

一方通行へ変更提案）

バスルート
（両側通行）

バスルート
（両側通行）



グループワーク成果発表
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■発表は、回遊方式
チームの説明担当の役割
１）説明する順番を決めてください。

・全部で５ラウンドを予定しています。一人１ラウンド解説を担当してください。

２）【第１ラウンド】〜【第５ラウンド】 各ラウンド５分で交代！
・１ラウンド5分です。アナウンスしますので、自分の順番になったらチームに戻り、説明してください。

回遊してプレゼンを聞くみなさんの動き
３）５ラウンド合計25分の間に自由に５チームを回り、プレゼンを聞いてください。

①説明を聞き、パネルを一読してください。
②アイデアや意見、質問を思いついたら付箋紙に書いて、該当する項目のそばに貼ってください。
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次回のスケジュール
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令和７年度（仮称）下井草まちづくりラボスケジュール
第７回（仮称）下井草まちづくりラボ
日時：令和７年９月２７日（土） 午前９時～１２時
会場：桃井第五小学校体育館
テーマ：方針・取組みの方向性の具体的な検討①（旧早稲田通りの安全化）

第８回（仮称）下井草まちづくりラボ
日時：令和７年１０月２５日（土） 午前９時～１２時
会場：桃井第五小学校体育館
テーマ：方針・取組みの方向性の具体的な検討②（駅前広場・交通結節点）

第９回（仮称）下井草まちづくりラボ
日時：令和７年１２月６日（土） 午前９時～１２時
会場：桃井第五小学校体育館
テーマ：方針・取組みの方向性の具体的な検討③（みどり）

第１０回（仮称）下井草まちづくりラボ
日時：令和８年１月１０日（土） 午前９時～１２時
会場：桃井第五小学校体育館
テーマ：方針・取組みの方向性の具体的な検討④（にぎわい） 40



41

７ 区からの連絡事項



（仮称）下井草まちづくりラボでは、幅広い世代の方々からご意見
をいただくため、子育て世代の方でも安心してご参加いただけるように
託児サービスを提供しています。

今回、託児を利用した方、利用しなかった方に関わらず、次回の
第８回（仮称）下井草まちづくりラボにて、必要な方は託児利用を
申し込むことができます。

託児の手配の都合上、次回のラボで託児利用をご希望の方は、
令和７年１０月８日（水）（締切厳守）までに
本日のアンケートでの回答もしくは、区へのご連絡をお願いいたします。

42

第８回（仮称）下井草まちづくりラボにおける託児利用について



本日の第７回（仮称）下井草まちづくりラボにおける「旧早稲田通り
の安全化」についての検討を通して、さらに検討を重ねたい人や自ら
主体的に取組み、具体的な活動がしたい人はいらっしゃいませんか。

（仮称）下井草まちづくりラボから独立して議論を進め、必要に応じ
てその内容を（仮称）下井草まちづくりラボで共有します。
そのうえで、地域の皆様でまちの将来像に向けた方針や取組みの
方向性を定めていきます 43

（仮称）下井草まちづくりラボから独立して
議論を行う場を作りませんか？



また、（仮称）下井草まちづくりラボから独立して議論を行う場に
おける皆様の活動に対して、以下について、区から支援を行いたいと
考えております。

①打合せ会場の手配
会の運営は皆様にお任せします。
会場は、八成区民集会所を区が手配することが可能です。

②専門家からのアドバイス
皆さまが議論を進めていく中で、専門的な知識を要する際に
専門家から２回程度アドバイスをいただけます。

44



参加を希望される方は、本日、ラボ終了後に「第1回」
の日時と会場を決めますので、その場でお待ちください。

なお、現在、参加を検討中の方や本日時間の都合が
つかない方で今後参加を希望される場合は、後日、区
へその旨をご連絡ください。

45

【連絡先】
担当：杉並区都市整備部市街地整備課鉄道立体係
TEL：０３－３３１２－２１１１
Mail：TETSURITSU-T@city.suginami.lg.jp



閉会

46

７



47

長時間
お疲れさまでした
お配りしたアンケートのご協力をお願いします。
アンケートの記入が終わった方は、お帰りの際に
区職員へ提出をお願いします。
後日提出される方は、二次元コードまたはFAX
にて提出をお願いします。（９月２９日（月）まで）
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